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発表内容 

昆虫は、外敵から身を守ったり、獲物を捕えたりするために、さまざまな方法で自らを

他に似せる「擬態」を行なっている。擬態に関する研究は生態学・行動学的な面から

進められているが、擬態を作り出す分子メカニズムついては、これまでほとんど明ら

かにされていない。 

アゲハの幼虫は 4 齢幼虫までは白と黒からなり、鳥のフンに擬態している（図１）が、5

齢になると全身が緑色になって食草に似た隠蔽色（図２）になる。これは、一つには鳥

のフン紋様のまま成長するとかえって目立ってしまうためではないかと考えられてい

る。 

今回、我々はアゲハ幼虫の擬態紋様の切り替えが、幼若ホルモン（JH）によって制御

されていることをつきとめた。アゲハの 4 齢幼虫初期に JH 処理を行うことで、高い割

合で鳥のフン型の 5 齢幼虫が得られた。また、JH 処理の時期を遅らせると鳥のフンと

隠蔽色の中間的な紋様を持つ個体も得られた。アゲハの体液中の JH 濃度の測定を

行ったところ、4 齢幼虫になってから減少することが確認された。JH の影響を遺伝子

レベルで解析したところ、JH は幼虫全体の緑色の着色だけでなく、表面の突起構造

や目玉模様などの色素分布も調節していることが確認された。 

以上の結果から、JH の濃度に応じてさまざまな遺伝子の発現パターンが一斉に切り

替わり、鳥のフンから隠蔽色へと劇的に擬態紋様を切り替えるモデルが考えられた。

発生途中に幼虫の紋様を変化させる種類は多く存在することから、JH による幼虫の

紋様変化の制御は一般的な現象である可能性が考えられる。 
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図１： 鳥のフンに擬態するアゲハ 4 齢幼虫（上が幼虫、下が鳥のフン） 



 

図２：アゲハの 5 齢幼虫（中央） 


